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者
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民

平
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七
年
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二
十
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提
出

質

問

第

一

九

号

司
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主
意
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司
法
試
験
委
員
会
の
権
限
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

司
法
試
験
委
員
会
の
権
限
に
つ
い
て

司
法
試
験
委
員
会
（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
）
の
所
掌
事
務
は
司
法
試
験
法
（
以
下
、
「
法
」
と
い
う
）
十
二
条
二

項
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
委
員
会
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
・
二
〇
〇
七
年
度
に
実
施
さ
れ
る
新
司
法
試
験
・
現
行
司
法

試
験
の
合
格
者
数
（
「
併
行
実
施
期
間
中
の
現
行
司
法
試
験
と
新
司
法
試
験
合
格
者
数
に
関
す
る
方
針
」
、
以
下
「
本
件
議

題
」
と
い
う
）
が
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
法
十
二
条
二
項
の
い
ず
れ
か
に
求
め
ら
れ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、

�

法
十
二
条
二
項
以
外
に
、
委
員
会
の
権
限
を
定
め
る
条
文
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
良
い
か
。

�

他
に
根
拠
条
文
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。

�

本
件
議
題
の
審
議
は
、
法
十
二
条
二
項
の
何
号
に
該
当
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
二

〇
〇
六
年
度
・
二
〇
〇
七
年
度
両
年
度
の
審
議
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
る
条
文
は
同
じ
と
考
え
て
良
い
か
。

二

本
件
議
題
は
、
何
号
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か

本
件
議
題
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
の
諮
問
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
号
を
根
拠
と
す
る
も

一



の
で
は
な
い
と
解
せ
ら
れ
る
。
次
に
、
司
法
試
験
委
員
会
議
事
細
則
（
以
下
、
「
議
事
細
則
」
と
い
う
）
五
条
二
項
は
、

「
法
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
と
き
は
、
議
事
録
を
作
成
し
公
開
す
る
も

の
と
す
る
。
」
と
定
め
て
お
り
、
実
際
、
法
務
大
臣
の
諮
問
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
た
新
司
法
試
験
の
選
択
科
目
の
決
定
に
関

す
る
審
議
に
つ
い
て
は
、
委
員
名
を
明
示
し
た
逐
語
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
議
題
に
つ
い
て
は
、

委
員
名
を
明
示
し
な
い
議
事
要
旨
の
み
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
号
及
び
三
号
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と

解
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

�

本
件
議
題
に
つ
い
て
、
二
号
を
根
拠
と
す
る
の
な
ら
ば
、
大
臣
の
諮
問
は
あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
諮
問

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
諮
問
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

本
件
議
題
に
つ
い
て
、
仮
に
三
号
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二
号
並
び
に
三
号
が
根
拠
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
根
拠
は
、
一
号
ま
た
は
四
号
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
一
号
ま
た
は
四
号
が
根
拠
と
な
る
と
す
る
と
、
以
下
の
委
員
会
幹
事
の
関
与
と
の
関
係
で
根
本
的
な
疑
問
を
生

二



ず
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
議
題
に
つ
い
て
は
、
幹
事
が
そ
の
審
議
に
一
貫
し
て
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
幹
事
の
関

与
は
選
択
科
目
に
関
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
後
は
、
委
員
会
の
審
議
の
う
ち
、
本
件
議
題
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
議
事
要
旨
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
幹
事
の
職
責
に
関
し
て
司
法
試
験
委

員
会
令
五
条
三
項
は
、
「
幹
事
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
司
法
試
験
法
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
事
務
に
つ
い
て
、
委
員
を
補
佐
す
る
。
」
と
定
め
て
お
り
、
一
号
及
び
四
号
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
幹
事
の
職
責
外
と

理
解
で
き
る
。
議
事
細
則
五
条
一
項
は
「
会
議
は
、
公
開
し
な
い
。
」
と
定
め
て
お
り
、
職
責
外
の
事
項
に
つ
き
幹
事
と
い

え
ど
も
会
議
に
参
加
し
、
発
言
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

�

一
号
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
り
わ
け
、
何
故
、
二
〇
〇
七
年
度
の
新
司
法
試
験
合
格
者
数
に
関
す
る
方
針
の

決
定
が
「
司
法
試
験
を
行
う
こ
と
」
と
い
う
範
疇
に
含
ま
れ
る
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

一
号
を
根
拠
と
す
る
場
合
に
、
な
ぜ
幹
事
が
審
議
に
関
与
で
き
る
の
か
を
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。
四
号
を
根
拠
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
「
そ
の
他
法
律
」
と
は
何
か
を
明
示
さ
れ
た
い
。
四
号
を
根
拠
と
す
る
場
合
に
、
な
ぜ
幹
事
が
審
議
に

関
与
で
き
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

司
法
試
験
合
格
者
数
の
決
定
権
限
に
つ
い
て

三



そ
も
そ
も
試
験
実
施
以
前
に
、
毎
年
の
試
験
合
格
者
数
を
数
年
先
ま
で
決
定
す
る
権
限
を
誰
か
が
持
っ
て
い
る
の
か
。
明

解
に
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


